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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月15日(2021.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターロイキン－２３受容体のペプチド阻害剤、またはその薬学的に許容される塩も
しくは溶媒和物であり、前記ペプチド阻害剤が、式（Ｖ）：
Ｘ０－Ｘ１－Ｘ２－Ｘ３－Ｘ４－Ｘ５－Ｘ６－Ｘ７－Ｘ８－Ｘ９－Ｘ１０－Ｘ１１－Ｘ１
２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ｘ１５－Ｘ１６－Ｘ１７－Ｘ１８－Ｘ１９－Ｘ２０－Ｘ２１－Ｘ２
２－Ｘ２３（Ｖ）（配列番号２３８）
のアミノ酸配列を含み、式中、
Ｘ０が、Ｇｌｙ、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈ
ｅ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ
、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－Ｍ
ｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒであるか、または存在せず；
Ｘ１が、Ｇｌｙ、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈ
ｅ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ
、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－Ｍ
ｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒであるか、または存在せず；
Ｘ２が、（Ｄ）Ａｓｐ、Ａｒｇ、（Ｄ）Ａｒｇ、Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｐｈｅ、２－Ｎａｌ、Ｔ
ｈｒ、Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、（Ｄ）Ａｓｎ、ＩｓｏＧｌｕ、Ｇｌｙ、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、
Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、アルファ－Ｍｅ
Ａｒｇ、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルフ
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ァ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒであるか、または存在せず；
Ｘ３が、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｔｙｒ、Ｇｌｙ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アルファ－Ｍｅ
Ｐｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、アルフ
ァ－ＭｅＴｙｒ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、Ｌｙｓ（Ｙ１－Ａｃ）であるか、または存在せず、式
中、Ｙ１が、アミノ酸であり；
Ｘ４が、Ａｂｕ、Ｃｙｓ、（Ｄ）Ｃｙｓ）、アルファ－ＭｅＣｙｓ、（Ｄ）Ａｂｕ、（Ｄ
）Ｐｅｎ、Ｐｅｎ、またはＰｅｎ（スルホキシド）であり；
Ｘ５が、Ｃｉｔ、Ｇｌｕ、Ｇｌｙ、Ｌｙｓ、Ａｓｎ、Ｐｒｏ、アルファ－ＭｅＧｌｎ、ア
ルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、
アルファ－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）、Ｄａｂ（Ａｃ）、Ｄａｐ（Ａｃ）、ホモ－Ｌｙｓ（Ａｃ
）、Ｇｌｎ、Ａｓｐ、またはＣｙｓであり；
Ｘ６が、Ｔｈｒ、Ａｉｂ、Ａｓｐ、Ｄａｂ、Ｇｌｙ、Ｐｒｏ、Ｓｅｒ、アルファ－ＭｅＧ
ｌｎ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ
－ＭｅＴｈｒ、アルファ－ＭｅＳｅｒ、またはＶａｌであり；
Ｘ７が、Ｔｒｐ、Ｔｒｐ（５－Ｆ）、１－Ｎａｌ、２－Ｎａｌ、Ｐｈｅ（２－Ｍｅ）、Ｐ
ｈｅ（３－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（４－Ｍｅ）、Ｔｒｐ（７－Ａｚａ）、またはＰｈｅ（３，４
－ジメトキシ）であり；
Ｘ８が、Ｇｌｎ、アルファ－Ｍｅ－Ｌｙｓ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙ
ｓ（Ａｃ）、ベータ－ホモＧｌｎ、Ｃｉｔ、Ｇｌｕ、Ｐｈｅ、Ａｓｎ、Ｔｈｒ、Ｖａｌ、
Ａｉｂ、アルファ－ＭｅＧｌｎ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、アルファ－Ｍ
ｅＬｙｓ（Ａｃ）、Ｄａｂ（Ａｃ）、Ｄａｐ（Ａｃ）、ホモ－Ｌｙｓ（Ａｃ）、１－Ｎａ
ｌ、２－Ｎａｌ、またはＴｒｐであり；
Ｘ９が、Ｃｙｓ、（Ｄ）Ｃｙｓ）、アルファ－ＭｅＣｙｓ、（Ｄ）Ａｂｕ、（Ｄ）Ｐｅｎ
、Ｐｅｎ、またはＡｂｕであり；
Ｘ１０が、Ｐｈｅ、Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］、Ｐｈｅ［４－（２－アセチ
ルアミノエトキシ）］、アルファ－ＭｅＴｙｒ、またはＰｈｅ（４－ＣＯＮＨ２）であり
；
Ｘ１１が、２－Ｎａｌ、Ｔｒｐ、Ｔｒｐ（５－Ｆ）、Ｔｒｐ（７－Ａｚａ）、Ｐｈｅ（２
－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（３－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（４－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（３，４－ジメトキシ）、
または１－Ｎａｌであり；
Ｘ１２が、４－アミノ－４－カルボキシ－テトラヒドロピラン（ＴＨＰ）、アルファ－Ｍ
ｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アル
ファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙ
ｒ、Ａｌａ、シクロへキシルＡｌａ、Ｌｙｓ、またはＡｉｂであり；
Ｘ１３が、Ｇｌｕ、Ｃｉｔ、Ｇｌｎ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アルファ
－ＭｅＧｌｕ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－Ｍｅ－Ａｓｎ
、アルファ－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）、Ｄａｂ（Ａｃ）、Ｄａｐ（Ａｃ）、ホモ－Ｌｙｓ（Ａ
ｃ）、Ｌｙｓ、ペグ化Ｌｙｓ、ｂ－ホモＧｌｕ、またはＬｙｓ（Ｙ２－Ａｃ）であり、式
中、Ｙ２が、アミノ酸であり；
Ｘ１４が、Ａｓｎ、２－Ｎａｐ、Ａｉｂ、Ａｒｇ、Ｃｉｔ、Ａｓｐ、Ｐｈｅ、Ｇｌｙ、Ｌ
ｙｓ、Ｌｅｕ、Ａｓｎ、ｎ－Ｌｅｕ、Ｇｌｎ、Ｓｅｒ、Ｔｉｃ、Ｔｒｐ、アルファ－Ｍｅ
Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）、Ｄａｂ（Ａｃ）、Ｄａ
ｐ（Ａｃ）、ホモ－Ｌｙｓ（Ａｃ）、またはＬｙｓ（Ａｃ）であり；
Ｘ１５が、Ａｓｎ、Ａｉｂ、ベータ－Ａｌａ、Ｃｉｔ、Ｇｌｎ、Ａｓｐ、アルファ－Ｍｅ
Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、アルファ－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）、Ｄａ
ｂ（Ａｃ）、Ｄａｐ（Ａｃ）、ホモ－Ｌｙｓ（Ａｃ）であるか、または存在せず；
Ｘ１６が、Ｇｌｕ、Ｐｈｅ、Ｌｙｓ、Ａｓｎ、Ｔｒｐ、Ｇｌｙ、Ｔｈｒ、Ｐｒｏ、（Ｄ）
Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、ア
ルファ－ＭｅＡｒｇ、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬ
ｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐ、Ａｌａ、
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Ａｓｐ、Ｔｙｒ、Ａｒｇ、Ｌｅｕ、Ｇｌｎ、Ｓｅｒ、Ｉｌｅ、１－Ｎａｌ、２－Ｎａｌ、
（Ｄ）Ａｌａ、（Ｄ）Ａｓｐ、（Ｄ）Ｔｙｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｓｅ
ｒ、（Ｄ）Ｉｌｅであるか、または存在せず；
Ｘ１７が、Ｌｙｓ、Ｇｌｙ、Ｐｒｏ、Ｔｈｅ、Ｐｈｅ、Ｔｒｐ、Ｇｌｎ、（Ｄ）Ａｒｇ、
（Ｄ）Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－
ＭｅＡｒｇ、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、ア
ルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存
在せず；
Ｘ１８が、Ｇｌｙ、Ｌｙｓ、Ｇｌｕ、Ｐｈｅ、Ｔｈｒ、Ａｒｇ、Ｇｌｎ、（Ｄ）Ａｒｇ、
（Ｄ）Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－
ＭｅＡｒｇ、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、ア
ルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存
在せず；
Ｘ１９が、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（
Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アル
ファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓ
ｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存在せず；
Ｘ２０が、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（
Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アル
ファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓ
ｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存在せず；
Ｘ２１が、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（
Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アル
ファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓ
ｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存在せず；
Ｘ２２が、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（
Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アル
ファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓ
ｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存在せず；
Ｘ２３が、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（
Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アル
ファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓ
ｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存在せず、
前記ペプチド阻害剤が、Ｘ４とＸ９との間の結合を介して環化し、前記ペプチド阻害剤が
、インターロイキン－２３（ＩＬ－２３）のＩＬ－２３受容体への結合を阻害する、イン
ターロイキン－２３受容体のペプチド阻害剤、またはその薬学的に許容される塩もしくは
溶媒和物。
【請求項２】
　前記Ｘ４とＸ９との間の結合が、ジスルフィド結合またはチオエーテル結合である、請
求項１に記載のペプチド阻害剤。
【請求項３】
　Ｘ４がＰｅｎであり、Ｘ９がＰｅｎであり、前記結合がジスルフィド結合である、請求
項１に記載のペプチド阻害剤。
【請求項４】
　前記ペプチド阻害剤が、式（ＩＩＩ）の構造を有する、請求項３に記載のペプチド阻害
剤。
【請求項５】
　前記ペプチド阻害剤が、式（ＩＩＩａ）または表Ｅ１に記載されるアミノ酸配列を含む
、請求項３に記載のペプチド阻害剤。
【請求項６】
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　Ｘ４がＡｂｕであり、Ｘ９がＣｙｓであり、前記結合がチオエーテル結合である、請求
項１に記載のペプチド阻害剤。
【請求項７】
　前記ペプチド阻害剤が、式（ＩＶ）の構造を有する、請求項６に記載のペプチド阻害剤
。
【請求項８】
　前記ペプチド阻害剤が、式（ＩＶａ）または表Ｅ２に記載されるアミノ酸配列を含む、
請求項６に記載のペプチド阻害剤。
【請求項９】
　前記ペプチド阻害剤に共役した１つ以上の半減期延長部分および／または１つ以上のリ
ンカー部分をさらに含む、請求項１～８のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤。
【請求項１０】
　前記半減期延長部分が、１つ以上のリンカー部分を介して前記ペプチド阻害剤に共役し
ている、請求項９に記載のペプチド阻害剤。
【請求項１１】
　前記ペプチド阻害剤が、式（Ｚ）：
Ｒ１－Ｘ－Ｒ２（Ｚ）
の構造、またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物を含み、式中、
Ｒ１が、結合、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ６～Ｃ１２アリール、Ｃ６～Ｃ１２アリー
ル、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ２０アルカノイルであり、かつ単独で、または上記の
うちのいずれかのスペーサとしてペグ化型を含み；Ｘが、式（Ｉ）、式（ＩＩ）、式（Ｉ
ＩＩａ）、式（ＩＶａ）、式（Ｖ）、式（ＸＩＩ）～（ＸＶＩＩＩｈ）のアミノ酸配列、
または表Ｅ１、Ｅ２、もしくはＥ３のうちのいずれかに記載されるアミノ酸配列であり；
Ｒ２が、ＯＨまたはＮＨ２である、請求項１～１０のいずれか１項に記載のペプチド阻害
剤。
【請求項１２】
　インターロイキン－２３受容体のペプチド二量体阻害剤であって、前記ペプチド二量体
阻害剤が、１つ以上のリンカー部分を介して接続された２つのペプチド単量体サブユニッ
トを含み、各ペプチド単量体サブユニットが、式（Ｉ）、（ＩＩ）、（ＩＩＩａ）、（Ｉ
Ｖａ）、式（Ｖ）、式（ＸＩＩ）～（ＸＶＩＩＩｈ）のアミノ酸配列もしくは構造、また
は表Ｅ１、Ｅ２、もしくはＥ３のうちのいずれかに記載されるアミノ酸配列を含む、ペプ
チド二量体阻害剤。
【請求項１３】
　前記１つ以上のリンカー部分が、ジエチレングリコールリンカー、イミノ二酢酸（ＩＤ
Ａ）リンカー、β－Ａｌａ－イミノ二酢酸（β－Ａｌａ－ＩＤＡ）リンカー、またはＰＥ
Ｇリンカーである、請求項１２に記載のペプチド二量体阻害剤。
【請求項１４】
　各ペプチド単量体サブユニットのＮ末端が、前記リンカー部分によって接続されるか、
または各ペプチド単量体サブユニットのＣ末端が、前記リンカー部分によって接続される
、請求項１２または請求項１３に記載のペプチド二量体阻害剤。
【請求項１５】
　Ｘが、式ＸＩＩ：
Ｘ２－Ｘ３－Ｘ４－Ｘ５－Ｔ－Ｘ７－Ｘ８－Ｘ９－Ｘ１０－Ｘ１１－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ
１４－Ｘ１５－Ｘ１６（ＸＩＩ）（配列番号２７５）
の配列を含むか、またはそれからなり、式中、
Ｘ２が、Ａｒｇ、（Ｄ）Ａｒｇ、Ｇｌｎであるか、または存在せず；
Ｘ３が、（Ｄ）Ａｒｇ、Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｐｈｅ、Ｌｙｓ、（Ｄ）Ｌｙｓ、Ｌｙｓ（Ｙ１－
Ａｃ）、（Ｄ）Ｌｙｓ（Ｙ１－Ａｃ）であるか、または存在せず、式中、Ｙ１がアミノ酸
であるか、またはＹ１が存在せず；
Ｘ４が、Ｃｙｓ、（Ｄ）Ｃｙｓ）、アルファ－ＭｅＣｙｓ、Ａｂｕ、（Ｄ）Ｐｅｎ、Ｐｅ
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ｎ、（Ｄ）Ｐｅｎスルホキシド、またはＰｅｎスルホキシドであり；
Ｘ５が、Ｃｉｔ、Ｌｙｓ、Ａｓｎ、Ａｓｐ、Ｇｌｕ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、またはＧｌｎであ
り；
Ｘ７が、Ｔｒｐ、置換Ｔｒｐ、または１－Ｎａｌであり、式中、置換Ｔｒｐが、ハロまた
はアザＴｒｐで置換されたＴｒｐであり；
Ｘ８が、Ｇｌｎ、Ｌｙｓ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、ａ－ＭｅＬｅｕ、Ｃｉｔ、Ｇｌｕ、１－Ｎａ
ｌ、２－Ｎａｌ、Ｔｒｐ、置換Ｔｒｐ、またはＬｙｓ（Ｐｅｇ１２）であり；
Ｘ９が、Ｃｙｓ、Ａｂｕ、またはＰｅｎであり；
Ｘ１０が、Ｐｈｅ、Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］、Ｐｈｅ（Ｃｍｄ）、または
Ｐｈｅ［４－（２－アセチルアミノエトキシ）］であり；
Ｘ１１が、２－Ｎａｌ、Ｐｈｅ（２－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（３－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（４－Ｍｅ）
、Ｐｈｅ（３，４－ジメトキシ）、または１－Ｎａｌであり；
Ｘ１２が、アルファ－ＭｅＬｅｕ、Ａｉｂ、Ｌｙｓ、シクロへキシルＡｌａ、テトラヒド
ロピランＡｌａ、Ｌｙｓ（Ｐｅｇ１２）、またはＤｅｇであり；
Ｘ１３が、Ｇｌｕ、ｂ－ホモＧｌｕ、Ｌｙｓ、（Ｄ）Ｌｙｓ、Ｌｙｓ（Ｙ２－Ａｃ）、ま
たは（Ｄ）Ｌｙｓ（Ｙ２－Ａｃ）であり；式中、Ｙ２がアミノ酸であるか、またはＹ２が
存在せず；
Ｘ１４が、Ａｓｎ、Ａｓｐ、Ｃｉｔ、またはＬｙｓ（Ａｃ）であり；
Ｘ１５が、Ａｓｎ、Ｌｙｓ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、Ｃｉｔ、Ａｓｐ、Ｇｌｙ、Ａｌａ、ｂ－Ａ
ｌａ、またはＳａｒｃであり；
Ｘ１６が、アミノ酸であるか、または存在せず；
式中、Ｘ４およびＸ９が、ジスルフィド結合またはチオエーテル結合を形成することが可
能である、請求項１１に記載のペプチド阻害剤または請求項１２に記載のペプチド二量体
阻害剤。
【請求項１６】
　Ｘが、式ＸＩＩＩ：
Ｘ３－Ｘ４－Ｘ５－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］－
（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＩＩＩ）（配列番号２７
６）に従っている、請求項１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
【請求項１７】
　Ｘ４およびＸ９が共に結合されて、ジスルフィド結合またはチオエーテル結合を形成す
る、請求項１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
【請求項１８】
　Ｘが、式ＸＩＶａまたはＸＩＶｂ：
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｘ５－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＩＶａ）（配列番号２
７７）；または
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｘ５－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＩＶｂ）（配列番号２
７８）に従っている、請求項１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
【請求項１９】
　Ｘが、式ＸＶａ、ＸＶｂ、ＸＶｃ、またはＸＶｄ：
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶａ）（配列番号２
７９）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶｂ）（配列番号２
８０）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶｃ）（配列番号２
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８１）；または
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶｄ）（配列番号２
８２）に従っている、請求項１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
【請求項２０】
　Ｘが、式ＸＶＩａ、ＸＶＩｂ、ＸＶＩｃ、ＸＶＩｄ、ＸＶＩｅ、ＸＶＩｆ、ＸＶＩｇ、
またはＸＶＩｈ：
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩａ）（配列番
号２８３）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｂ）（配列番
号２８４）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｃ）（配列番
号２８５）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｄ）（配列番
号２８６）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｅ）（配列番
号２８７）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｆ）（配列番
号２８８）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｇ）（配列番
号２８９）；または
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｈ）（配列番
号２９０）に従っている、請求項１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害
剤。
【請求項２１】
　Ｘが、式ＸＶＩＩａ、ＸＶＩＩｂ、ＸＶＩＩｃ、ＸＶＩＩｄ、ＸＶＩＩｅ、ＸＶＩＩｆ
、ＸＶＩＩｇ、またはＸＶＩＩｈ：
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉａ）（配列番号２９１）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｂ）（配列番号２９２）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｃ）（配列番号２９３）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｄ）（配列番号２９４）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｅ）（配列番号２９５）；
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Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｆ）（配列番号２９６）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｇ）（配列番号２９７）；または
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｈ）（配列番号２９８）に従っている、請求項１５に記載のペプチド阻害剤またはペプ
チド二量体阻害剤。
【請求項２２】
　Ｘが、式ＸＶＩＩＩａ、ＸＶＩＩＩｂ、ＸＶＩＩＩｃ、ＸＶＩＩＩｄ、ＸＶＩＩＩｅ、
ＸＶＩＩＩｆ、ＸＶＩＩＩｇ、またはＸＶＩＩＩｈ：
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩａ）（配列番号２９９）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｂ）（配列番号３００）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｃ）（配列番号３０１）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｄ）（配列番号３０２）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｅ）（配列番号３０３）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｆ）（配列番号３０４）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｇ）（配列番号３０５）；または
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｈ）（配列番号３０６）に従っている、請求項１５に記載のペプチド阻害剤またはペ
プチド二量体阻害剤。
【請求項２３】
　Ｘ３が、Ｇｌｎ、Ｇｌｕ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、またはａ－ＭｅＬｅｕである、請求項１５
～２２のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
【請求項２４】
　Ｘ８が、Ｌｙｓ（Ｙ１－Ａｃ）または（Ｄ）Ｌｙｓ（Ｙ１－Ａｃ）であり、Ｙ１が、Ｇ
ｌｕ、Ｐｈｅ、Ｔｒｐ、Ｐｒｏ、またはＡｒｇである、請求項１５～２３のいずれか１項
に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
【請求項２５】
　Ｘ１３が、Ｇｌｕ、ｂ－ホモＧｌｕ、Ｌｙｓ、（Ｄ）Ｌｙｓ、Ｌｙｓ（Ｙ２－Ａｃ）、
または（Ｄ）Ｌｙｓ（Ｙ２－Ａｃ）であり、Ｙ２が、アミノ酸であるか、または存在しな
い、請求項１５～２４のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害
剤。
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【請求項２６】
　Ｘ１６が、Ｓａｒ、Ｌｙｓ、（Ｄ）Ｌｙｓ、Ａｈｘ、ｂ－Ａｌａ、Ｇｌｙ、Ａｒｇ、（
Ｄ）Ａｒｇ、Ｉｌｅ、Ｇｌｎ、（Ｄ）Ｇｌｎ、Ｔｙｒ、Ｓｅｒ、（Ｄ）Ｓｅｒ、（Ｄ）Ｔ
ｙｒ、Ａｌａ、Ｔｒｐ、Ａｓｐ、または（Ｄ）Ａｓｐである、請求項１５～２５のいずれ
か１項に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
【請求項２７】
　ａｂｕおよびＰｅｎ；ａｂｕおよびＣｙｓ；ＰｅｎおよびＰｅｎ；またはＰｅｎおよび
Ｃｙｓが共に結合されて、ジスルフィド結合を形成する、請求項１５～２６のいずれか１
項に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
【請求項２８】
　共役した化学置換基をさらに含む、請求項１～１１のいずれか１項に記載のペプチド阻
害剤または請求項１２～１４のいずれか１項に記載のペプチド二量体阻害剤。
【請求項２９】
　前記共役した化学置換基が、親油性置換基またはポリマー部分である、請求項１５に記
載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体。
【請求項３０】
　前記共役した化学置換基が、Ａｃ、Ｐａｌｍ、ガマＧｌｕ－Ｐａｌｍ（ｇａｍａＧｌｕ
－Ｐａｌｍ）、イソＧｌｕ－Ｐａｌｍ、ＰＥＧ２－Ａｃ、ＰＥＧ４－イソＧｌｕ－Ｐａｌ
ｍ、（ＰＥＧ）５－Ｐａｌｍ、コハク酸、グルタル酸、ピログルタル酸、安息香酸、ＩＶ
Ａ、オクタン酸、１，４ジアミノブタン、イソブチル、またはビオチンである、請求項１
５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体。
【請求項３１】
　前記共役した化学置換基が、４００Ｄａ～４０，０００Ｄａの分子量を有するポリエチ
レングリコールである、請求項１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体。
【請求項３２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤、または請求項１２～１４のい
ずれか１項に記載のペプチド二量体阻害剤の、一方もしくは両方のペプチド単量体サブユ
ニット、をコードする配列を含む、ポリヌクレオチド。
【請求項３３】
　請求項３２に記載のポリヌクレオチドを含む、ベクター。
【請求項３４】
　請求項１～３３のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤と
、薬学的に許容される担体、賦形剤、または希釈剤と、を含む、医薬組成物。
【請求項３５】
　腸溶コーティングをさらに含む、請求項３４に記載の医薬組成物。
【請求項３６】
　前記腸溶コーティングが、対象の下部消化管系内で前記医薬組成物を保護および放出す
る、請求項３５に記載の医薬組成物。
【請求項３７】
　対象における、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）、潰瘍性大腸炎、クローン病、セリアック病（
非熱帯性スプルー）、血清反応陰性関節症と関連した腸疾患、顕微鏡的大腸炎、膠原線維
性大腸炎、好酸球性胃腸炎、放射線療法または化学療法と関連した大腸炎、白血球接着不
全症１型にあるような先天性免疫の疾患と関連した大腸炎、慢性肉芽腫性疾患、糖原病１
ｂ型、ヘルマンスキー・パドラック症候群、チェディアック・東症候群、およびウィスコ
ット・オルドリッチ症候群、直腸結腸切除および回腸肛門吻合の後に起こる嚢炎、胃腸癌
、膵炎、インスリン依存性糖尿病、乳腺炎、胆嚢炎、胆管炎、胆管周囲炎、慢性気管支炎
、慢性副鼻腔炎、喘息、乾癬、乾癬性関節炎、または移植片対宿主病を治療するための、
請求項１～３２のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤もしくはペプチド二量体阻害剤を
含む組成物または請求項３４～３６のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項３８】
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　前記医薬組成物が、経口、非経口、静脈内、腹膜、皮内、皮下、筋肉内、髄腔内、吸入
、蒸気、噴霧、舌下、口腔、非経口、直腸、眼内、吸入、局所、膣内、または局所投与経
路によって前記対象に提供される、請求項３７に記載の組成物または医薬組成物。
【請求項３９】
　前記医薬組成物が、前記対象に経口で提供される、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）、潰瘍性大
腸炎、クローン病を治療するための請求項３７に記載の組成物または医薬組成物。
【請求項４０】
　前記医薬組成物が、前記対象に経口、局所、非経口、静脈内、皮下、腹膜、または静脈
内で提供される、乾癬を治療するための請求項３７に記載の組成物または医薬組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１７】
　上記から、本発明の特定の実施形態が例示目的で本明細書に記載されてきたが、様々な
修正は、本発明の精神および範囲から逸脱することなく行われ得ることが理解されるであ
ろう。したがって、本発明は、添付の特許請求の範囲による場合を除いて制限されない。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
(項目１)
　インターロイキン－２３受容体のペプチド阻害剤、またはその薬学的に許容される塩も
しくは溶媒和物であり、前記ペプチド阻害剤が、式（Ｖ）：
Ｘ０－Ｘ１－Ｘ２－Ｘ３－Ｘ４－Ｘ５－Ｘ６－Ｘ７－Ｘ８－Ｘ９－Ｘ１０－Ｘ１１－Ｘ１
２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ｘ１５－Ｘ１６－Ｘ１７－Ｘ１８－Ｘ１９－Ｘ２０－Ｘ２１－Ｘ２
２－Ｘ２３（Ｖ）（配列番号２３８）
のアミノ酸配列を含み、式中、
Ｘ０が、Ｇｌｙ、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈ
ｅ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ
、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－Ｍ
ｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒであるか、または存在せず；
Ｘ１が、Ｇｌｙ、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈ
ｅ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ
、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－Ｍ
ｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒであるか、または存在せず；
Ｘ２が、（Ｄ）Ａｓｐ、Ａｒｇ、（Ｄ）Ａｒｇ、Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｐｈｅ、２－Ｎａｌ、Ｔ
ｈｒ、Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、（Ｄ）Ａｓｎ、ＩｓｏＧｌｕ、Ｇｌｙ、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、
Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、アルファ－Ｍｅ
Ａｒｇ、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルフ
ァ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒであるか、または存在せず；
Ｘ３が、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｔｙｒ、Ｇｌｙ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アルファ－Ｍｅ
Ｐｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、アルフ
ァ－ＭｅＴｙｒ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、Ｌｙｓ（Ｙ１－Ａｃ）であるか、または存在せず、式
中、Ｙ１が、アミノ酸であり；
Ｘ４が、Ａｂｕ、Ｃｙｓ、（Ｄ）Ｃｙｓ）、アルファ－ＭｅＣｙｓ、（Ｄ）Ａｂｕ、（Ｄ
）Ｐｅｎ、Ｐｅｎ、またはＰｅｎ（スルホキシド）であり；
Ｘ５が、Ｃｉｔ、Ｇｌｕ、Ｇｌｙ、Ｌｙｓ、Ａｓｎ、Ｐｒｏ、アルファ－ＭｅＧｌｎ、ア
ルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、
アルファ－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）、Ｄａｂ（Ａｃ）、Ｄａｐ（Ａｃ）、ホモ－Ｌｙｓ（Ａｃ
）、Ｇｌｎ、Ａｓｐ、またはＣｙｓであり；
Ｘ６が、Ｔｈｒ、Ａｉｂ、Ａｓｐ、Ｄａｂ、Ｇｌｙ、Ｐｒｏ、Ｓｅｒ、アルファ－ＭｅＧ
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ｌｎ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ
－ＭｅＴｈｒ、アルファ－ＭｅＳｅｒ、またはＶａｌであり；
Ｘ７が、Ｔｒｐ、Ｔｒｐ（５－Ｆ）、１－Ｎａｌ、２－Ｎａｌ、Ｐｈｅ（２－Ｍｅ）、Ｐ
ｈｅ（３－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（４－Ｍｅ）、Ｔｒｐ（７－Ａｚａ）、またはＰｈｅ（３，４
－ジメトキシ）であり；
Ｘ８が、Ｇｌｎ、アルファ－Ｍｅ－Ｌｙｓ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙ
ｓ（Ａｃ）、ベータ－ホモＧｌｎ、Ｃｉｔ、Ｇｌｕ、Ｐｈｅ、Ａｓｎ、Ｔｈｒ、Ｖａｌ、
Ａｉｂ、アルファ－ＭｅＧｌｎ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、アルファ－Ｍ
ｅＬｙｓ（Ａｃ）、Ｄａｂ（Ａｃ）、Ｄａｐ（Ａｃ）、ホモ－Ｌｙｓ（Ａｃ）、１－Ｎａ
ｌ、２－Ｎａｌ、またはＴｒｐであり；
Ｘ９が、Ｃｙｓ、（Ｄ）Ｃｙｓ）、アルファ－ＭｅＣｙｓ、（Ｄ）Ａｂｕ、（Ｄ）Ｐｅｎ
、Ｐｅｎ、またはＡｂｕであり；
Ｘ１０が、Ｐｈｅ、Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］、Ｐｈｅ［４－（２－アセチ
ルアミノエトキシ）］、アルファ－ＭｅＴｙｒ、またはＰｈｅ（４－ＣＯＮＨ２）であり
；
Ｘ１１が、２－Ｎａｌ、Ｔｒｐ、Ｔｒｐ（５－Ｆ）、Ｔｒｐ（７－Ａｚａ）、Ｐｈｅ（２
－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（３－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（４－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（３，４－ジメトキシ）、
または１－Ｎａｌであり；
Ｘ１２が、４－アミノ－４－カルボキシ－テトラヒドロピラン（ＴＨＰ）、アルファ－Ｍ
ｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アル
ファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙ
ｒ、Ａｌａ、シクロへキシルＡｌａ、Ｌｙｓ、またはＡｉｂであり；
Ｘ１３が、Ｇｌｕ、Ｃｉｔ、Ｇｌｎ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アルファ
－ＭｅＧｌｕ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－Ｍｅ－Ａｓｎ
、アルファ－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）、Ｄａｂ（Ａｃ）、Ｄａｐ（Ａｃ）、ホモ－Ｌｙｓ（Ａ
ｃ）、Ｌｙｓ、ペグ化Ｌｙｓ、ｂ－ホモＧｌｕ、またはＬｙｓ（Ｙ２－Ａｃ）であり、式
中、Ｙ２が、アミノ酸であり；
Ｘ１４が、Ａｓｎ、２－Ｎａｐ、Ａｉｂ、Ａｒｇ、Ｃｉｔ、Ａｓｐ、Ｐｈｅ、Ｇｌｙ、Ｌ
ｙｓ、Ｌｅｕ、Ａｓｎ、ｎ－Ｌｅｕ、Ｇｌｎ、Ｓｅｒ、Ｔｉｃ、Ｔｒｐ、アルファ－Ｍｅ
Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）、Ｄａｂ（Ａｃ）、Ｄａ
ｐ（Ａｃ）、ホモ－Ｌｙｓ（Ａｃ）、またはＬｙｓ（Ａｃ）であり；
Ｘ１５が、Ａｓｎ、Ａｉｂ、ベータ－Ａｌａ、Ｃｉｔ、Ｇｌｎ、Ａｓｐ、アルファ－Ｍｅ
Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、アルファ－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）、Ｄａ
ｂ（Ａｃ）、Ｄａｐ（Ａｃ）、ホモ－Ｌｙｓ（Ａｃ）であるか、または存在せず；
Ｘ１６が、Ｇｌｕ、Ｐｈｅ、Ｌｙｓ、Ａｓｎ、Ｔｒｐ、Ｇｌｙ、Ｔｈｒ、Ｐｒｏ、（Ｄ）
Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、ア
ルファ－ＭｅＡｒｇ、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬ
ｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐ、Ａｌａ、
Ａｓｐ、Ｔｙｒ、Ａｒｇ、Ｌｅｕ、Ｇｌｎ、Ｓｅｒ、Ｉｌｅ、１－Ｎａｌ、２－Ｎａｌ、
（Ｄ）Ａｌａ、（Ｄ）Ａｓｐ、（Ｄ）Ｔｙｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｓｅ
ｒ、（Ｄ）Ｉｌｅであるか、または存在せず；
Ｘ１７が、Ｌｙｓ、Ｇｌｙ、Ｐｒｏ、Ｔｈｅ、Ｐｈｅ、Ｔｒｐ、Ｇｌｎ、（Ｄ）Ａｒｇ、
（Ｄ）Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－
ＭｅＡｒｇ、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、ア
ルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存
在せず；
Ｘ１８が、Ｇｌｙ、Ｌｙｓ、Ｇｌｕ、Ｐｈｅ、Ｔｈｒ、Ａｒｇ、Ｇｌｎ、（Ｄ）Ａｒｇ、
（Ｄ）Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－
ＭｅＡｒｇ、アルファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、ア
ルファ－ＭｅＡｓｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存
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在せず；
Ｘ１９が、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（
Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アル
ファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓ
ｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存在せず；
Ｘ２０が、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（
Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アル
ファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓ
ｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存在せず；
Ｘ２１が、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（
Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アル
ファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓ
ｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存在せず；
Ｘ２２が、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（
Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アル
ファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓ
ｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存在せず；
Ｘ２３が、Ａｒｇ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、Ｇｌｎ、Ｔｈｒ、（Ｄ）Ａｒｇ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（
Ｄ）Ｇｌｕ、（Ｄ）Ｔｈｒ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｇｌｎ、アルファ－ＭｅＡｒｇ、アル
ファ－ＭｅＰｈｅ、アルファ－ＭｅＬｅｕ、アルファ－ＭｅＬｙｓ、アルファ－ＭｅＡｓ
ｎ、アルファ－ＭｅＴｙｒ、アルファ－ＭｅＡｓｐであるか、または存在せず、
前記ペプチド阻害剤が、Ｘ４とＸ９との間の結合を介して環化し、前記ペプチド阻害剤が
、インターロイキン－２３（ＩＬ－２３）のＩＬ－２３受容体への結合を阻害する、イン
ターロイキン－２３受容体のペプチド阻害剤、またはその薬学的に許容される塩もしくは
溶媒和物。
(項目２)
　前記Ｘ４とＸ９との間の結合が、ジスルフィド結合またはチオエーテル結合である、項
目１に記載のペプチド阻害剤。
(項目３)
　Ｘ４がＰｅｎであり、Ｘ９がＰｅｎであり、前記結合がジスルフィド結合である、項目
１に記載のペプチド阻害剤。
(項目４)
　前記ペプチド阻害剤が、式（ＩＩＩ）の構造を有する、項目３に記載のペプチド阻害剤
。
(項目５)
　前記ペプチド阻害剤が、式（ＩＩＩａ）または表Ｅ１に記載されるアミノ酸配列を含む
、項目３に記載のペプチド阻害剤。
(項目６)
　Ｘ４がＡｂｕであり、Ｘ９がＣｙｓであり、前記結合がチオエーテル結合である、項目
１に記載のペプチド阻害剤。
(項目７)
　前記ペプチド阻害剤が、式（ＩＶ）の構造を有する、項目６に記載のペプチド阻害剤。
(項目８)
　前記ペプチド阻害剤が、式（ＩＶａ）または表Ｅ２に記載されるアミノ酸配列を含む、
項目６に記載のペプチド阻害剤。
(項目９)
　前記ペプチド阻害剤に共役した１つ以上の半減期延長部分および／または１つ以上のリ
ンカー部分をさらに含む、項目１～８のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤。
(項目１０)
　前記半減期延長部分が、１つ以上のリンカー部分を介して前記ペプチド阻害剤に共役し
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ている、項目９に記載のペプチド阻害剤。
(項目１１)
　前記ペプチド阻害剤が、式（Ｚ）：
Ｒ１－Ｘ－Ｒ２（Ｚ）
の構造、またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物を含み、式中、
Ｒ１が、結合、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ６～Ｃ１２アリール、Ｃ６～Ｃ１２アリー
ル、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ２０アルカノイルであり、かつ単独で、または上記の
うちのいずれかのスペーサとしてペグ化型を含み；Ｘが、式（Ｉ）、式（ＩＩ）、式（Ｉ
ＩＩａ）、式（ＩＶａ）、式（Ｖ）、式（ＸＩＩ）～（ＸＶＩＩＩｈ）のアミノ酸配列、
または表Ｅ１、Ｅ２、もしくはＥ３のうちのいずれかに記載されるアミノ酸配列であり；
Ｒ２が、ＯＨまたはＮＨ２である、項目１～１０のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤
。
(項目１２)
　インターロイキン－２３受容体のペプチド二量体阻害剤であって、前記ペプチド二量体
阻害剤が、１つ以上のリンカー部分を介して接続された２つのペプチド単量体サブユニッ
トを含み、各ペプチド単量体サブユニットが、式（Ｉ）、（ＩＩ）、（ＩＩＩａ）、（Ｉ
Ｖａ）、式（Ｖ）、式（ＸＩＩ）～（ＸＶＩＩＩｈ）のアミノ酸配列もしくは構造、また
は表Ｅ１、Ｅ２、もしくはＥ３のうちのいずれかに記載されるアミノ酸配列を含む、ペプ
チド二量体阻害剤。
(項目１３)
　前記１つ以上のリンカー部分が、ジエチレングリコールリンカー、イミノ二酢酸（ＩＤ
Ａ）リンカー、β－Ａｌａ－イミノ二酢酸（β－Ａｌａ－ＩＤＡ）リンカー、またはＰＥ
Ｇリンカーである、項目１２に記載のペプチド二量体阻害剤。
(項目１４)
　各ペプチド単量体サブユニットのＮ末端が、前記リンカー部分によって接続されるか、
または各ペプチド単量体サブユニットのＣ末端が、前記リンカー部分によって接続される
、項目１２または項目１３に記載のペプチド二量体阻害剤。
(項目１５)
　Ｘが、式ＸＩＩ：
Ｘ２－Ｘ３－Ｘ４－Ｘ５－Ｔ－Ｘ７－Ｘ８－Ｘ９－Ｘ１０－Ｘ１１－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ
１４－Ｘ１５－Ｘ１６（ＸＩＩ）（配列番号２７５）
の配列を含むか、またはそれからなり、式中、
Ｘ２が、Ａｒｇ、（Ｄ）Ａｒｇ、Ｇｌｎであるか、または存在せず；
Ｘ３が、（Ｄ）Ａｒｇ、Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｐｈｅ、Ｌｙｓ、（Ｄ）Ｌｙｓ、Ｌｙｓ（Ｙ１－
Ａｃ）、（Ｄ）Ｌｙｓ（Ｙ１－Ａｃ）であるか、または存在せず、式中、Ｙ１がアミノ酸
であるか、またはＹ１が存在せず；
Ｘ４が、Ｃｙｓ、（Ｄ）Ｃｙｓ）、アルファ－ＭｅＣｙｓ、Ａｂｕ、（Ｄ）Ｐｅｎ、Ｐｅ
ｎ、（Ｄ）Ｐｅｎスルホキシド、またはＰｅｎスルホキシドであり；
Ｘ５が、Ｃｉｔ、Ｌｙｓ、Ａｓｎ、Ａｓｐ、Ｇｌｕ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、またはＧｌｎであ
り；
Ｘ７が、Ｔｒｐ、置換Ｔｒｐ、または１－Ｎａｌであり、式中、置換Ｔｒｐが、ハロまた
はアザＴｒｐで置換されたＴｒｐであり；
Ｘ８が、Ｇｌｎ、Ｌｙｓ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、ａ－ＭｅＬｅｕ、Ｃｉｔ、Ｇｌｕ、１－Ｎａ
ｌ、２－Ｎａｌ、Ｔｒｐ、置換Ｔｒｐ、またはＬｙｓ（Ｐｅｇ１２）であり；
Ｘ９が、Ｃｙｓ、Ａｂｕ、またはＰｅｎであり；
Ｘ１０が、Ｐｈｅ、Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］、Ｐｈｅ（Ｃｍｄ）、または
Ｐｈｅ［４－（２－アセチルアミノエトキシ）］であり；
Ｘ１１が、２－Ｎａｌ、Ｐｈｅ（２－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（３－Ｍｅ）、Ｐｈｅ（４－Ｍｅ）
、Ｐｈｅ（３，４－ジメトキシ）、または１－Ｎａｌであり；
Ｘ１２が、アルファ－ＭｅＬｅｕ、Ａｉｂ、Ｌｙｓ、シクロへキシルＡｌａ、テトラヒド
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ロピランＡｌａ、Ｌｙｓ（Ｐｅｇ１２）、またはＤｅｇであり；
Ｘ１３が、Ｇｌｕ、ｂ－ホモＧｌｕ、Ｌｙｓ、（Ｄ）Ｌｙｓ、Ｌｙｓ（Ｙ２－Ａｃ）、ま
たは（Ｄ）Ｌｙｓ（Ｙ２－Ａｃ）であり；式中、Ｙ２がアミノ酸であるか、またはＹ２が
存在せず；
Ｘ１４が、Ａｓｎ、Ａｓｐ、Ｃｉｔ、またはＬｙｓ（Ａｃ）であり；
Ｘ１５が、Ａｓｎ、Ｌｙｓ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、Ｃｉｔ、Ａｓｐ、Ｇｌｙ、Ａｌａ、ｂ－Ａ
ｌａ、またはＳａｒｃであり；
Ｘ１６が、アミノ酸であるか、または存在せず；
式中、Ｘ４およびＸ９が、ジスルフィド結合またはチオエーテル結合を形成することが可
能である、項目１１に記載のペプチド阻害剤または項目１２に記載のペプチド二量体阻害
剤。
(項目１６)
　Ｘが、式ＸＩＩＩ：
Ｘ３－Ｘ４－Ｘ５－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］－
（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＩＩＩ）（配列番号２７
６）に従っている、項目１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
(項目１７)
　Ｘ４およびＸ９が共に結合されて、ジスルフィド結合またはチオエーテル結合を形成す
る、項目１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
(項目１８)
　Ｘが、式ＸＩＶａまたはＸＩＶｂ：
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｘ５－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＩＶａ）（配列番号２
７７）；または
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｘ５－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＩＶｂ）（配列番号２
７８）に従っている、項目１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
(項目１９)
　Ｘが、式ＸＶａ、ＸＶｂ、ＸＶｃ、またはＸＶｄ：
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶａ）（配列番号２
７９）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶｂ）（配列番号２
８０）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶｃ）（配列番号２
８１）；または
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｘ９－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶｄ）（配列番号２
８２）に従っている、項目１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
(項目２０)
　Ｘが、式ＸＶＩａ、ＸＶＩｂ、ＸＶＩｃ、ＸＶＩｄ、ＸＶＩｅ、ＸＶＩｆ、ＸＶＩｇ、
またはＸＶＩｈ：
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩａ）（配列番
号２８３）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｂ）（配列番
号２８４）；
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Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｃ）（配列番
号２８５）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｄ）（配列番
号２８６）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｅ）（配列番
号２８７）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｆ）（配列番
号２８８）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｇ）（配列番
号２８９）；または
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩｈ）（配列番
号２９０）に従っている、項目１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤
。
(項目２１)
　Ｘが、式ＸＶＩＩａ、ＸＶＩＩｂ、ＸＶＩＩｃ、ＸＶＩＩｄ、ＸＶＩＩｅ、ＸＶＩＩｆ
、ＸＶＩＩｇ、またはＸＶＩＩｈ：
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉａ）（配列番号２９１）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｂ）（配列番号２９２）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｃ）（配列番号２９３）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｄ）（配列番号２９４）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｅ）（配列番号２９５）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｆ）（配列番号２９６）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｇ）（配列番号２９７）；または
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ＴＨＰ－Ａｌａ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
Ｉｈ）（配列番号２９８）に従っている、項目１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチ
ド二量体阻害剤。
(項目２２)
　Ｘが、式ＸＶＩＩＩａ、ＸＶＩＩＩｂ、ＸＶＩＩＩｃ、ＸＶＩＩＩｄ、ＸＶＩＩＩｅ、
ＸＶＩＩＩｆ、ＸＶＩＩＩｇ、またはＸＶＩＩＩｈ：
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Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩａ）（配列番号２９９）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｂ）（配列番号３００）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｃ）（配列番号３０１）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｄ）（配列番号３０２）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｅ）（配列番号３０３）；
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ａｓｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｆ）（配列番号３０４）；
Ｘ３－Ａｂｕ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｇ）（配列番号３０５）；または
Ｘ３－Ｐｅｎ－Ｇｌｎ－Ｔ－Ｔｒｐ－Ｘ８－Ｐｅｎ－Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］－（２－Ｎａｌ）－［ａ－ＭｅＬｅｕ］－Ｘ１３－Ａｓｎ－Ａｓｎ－Ｘ１６（ＸＶＩ
ＩＩｈ）（配列番号３０６）に従っている、項目１５に記載のペプチド阻害剤またはペプ
チド二量体阻害剤。
(項目２３)
　Ｘ３が、Ｇｌｎ、Ｇｌｕ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、またはａ－ＭｅＬｅｕである、項目１５～
２２のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
(項目２４)
　Ｘ８が、Ｌｙｓ（Ｙ１－Ａｃ）または（Ｄ）Ｌｙｓ（Ｙ１－Ａｃ）であり、Ｙ１が、Ｇ
ｌｕ、Ｐｈｅ、Ｔｒｐ、Ｐｒｏ、またはＡｒｇである、項目１５～２３のいずれか１項に
記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
(項目２５)
　Ｘ１３が、Ｇｌｕ、ｂ－ホモＧｌｕ、Ｌｙｓ、（Ｄ）Ｌｙｓ、Ｌｙｓ（Ｙ２－Ａｃ）、
または（Ｄ）Ｌｙｓ（Ｙ２－Ａｃ）であり、Ｙ２が、アミノ酸であるか、または存在しな
い、項目１５～２４のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤
。
(項目２６)
　Ｘ１６が、Ｓａｒ、Ｌｙｓ、（Ｄ）Ｌｙｓ、Ａｈｘ、ｂ－Ａｌａ、Ｇｌｙ、Ａｒｇ、（
Ｄ）Ａｒｇ、Ｉｌｅ、Ｇｌｎ、（Ｄ）Ｇｌｎ、Ｔｙｒ、Ｓｅｒ、（Ｄ）Ｓｅｒ、（Ｄ）Ｔ
ｙｒ、Ａｌａ、Ｔｒｐ、Ａｓｐ、または（Ｄ）Ａｓｐである、項目１５～２５のいずれか
１項に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
(項目２７)
　ａｂｕおよびＰｅｎ；ａｂｕおよびＣｙｓ；ＰｅｎおよびＰｅｎ；またはＰｅｎおよび
Ｃｙｓが共に結合されて、ジスルフィド結合を形成する、項目１５～２６のいずれか１項
に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤。
(項目２８)
　共役した化学置換基をさらに含む、項目１～１１のいずれか１項に記載のペプチド阻害
剤または項目１２～１４のいずれか１項に記載のペプチド二量体阻害剤。
(項目２９)
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　前記共役した化学置換基が、親油性置換基またはポリマー部分である、項目１５に記載
のペプチド阻害剤またはペプチド二量体。
(項目３０)
　前記共役した化学置換基が、Ａｃ、Ｐａｌｍ、ガマＧｌｕ－Ｐａｌｍ（ｇａｍａＧｌｕ
－Ｐａｌｍ）、イソＧｌｕ－Ｐａｌｍ、ＰＥＧ２－Ａｃ、ＰＥＧ４－イソＧｌｕ－Ｐａｌ
ｍ、（ＰＥＧ）５－Ｐａｌｍ、コハク酸、グルタル酸、ピログルタル酸、安息香酸、ＩＶ
Ａ、オクタン酸、１，４ジアミノブタン、イソブチル、またはビオチンである、項目１５
に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体。
(項目３１)
　前記共役した化学置換基が、４００Ｄａ～４０，０００Ｄａの分子量を有するポリエチ
レングリコールである、項目１５に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体。
(項目３２)
　項目１～１１のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤、または項目１２～１４のいずれ
か１項に記載のペプチド二量体阻害剤の、一方もしくは両方のペプチド単量体サブユニッ
ト、をコードする配列を含む、ポリヌクレオチド。
(項目３３)
　項目３２に記載のポリヌクレオチドを含む、ベクター。
(項目３４)
　項目１～３３のいずれか１項に記載のペプチド阻害剤またはペプチド二量体阻害剤と、
薬学的に許容される担体、賦形剤、または希釈剤と、を含む、医薬組成物。
(項目３５)
　腸溶コーティングをさらに含む、項目３４に記載の医薬組成物。
(項目３６)
　前記腸溶コーティングが、対象の下部消化管系内で前記医薬組成物を保護および放出す
る、項目３５に記載の医薬組成物。
(項目３７)
　対象における、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）、潰瘍性大腸炎、クローン病、セリアック病（
非熱帯性スプルー）、血清反応陰性関節症と関連した腸疾患、顕微鏡的大腸炎、膠原線維
性大腸炎、好酸球性胃腸炎、放射線療法または化学療法と関連した大腸炎、白血球接着不
全症１型にあるような先天性免疫の疾患と関連した大腸炎、慢性肉芽腫性疾患、糖原病１
ｂ型、ヘルマンスキー・パドラック症候群、チェディアック・東症候群、およびウィスコ
ット・オルドリッチ症候群、直腸結腸切除および回腸肛門吻合の後に起こる嚢炎、胃腸癌
、膵炎、インスリン依存性糖尿病、乳腺炎、胆嚢炎、胆管炎、胆管周囲炎、慢性気管支炎
、慢性副鼻腔炎、喘息、乾癬、乾癬性関節炎、または移植片対宿主病を治療するための方
法であって、前記対象に、治療有効量の項目１～３２のいずれか１項に記載のペプチド阻
害剤もしくはペプチド二量体阻害剤または項目３４～３６のいずれか１項に記載の医薬組
成物を提供することを含む、方法。
(項目３８)
　前記医薬組成物が、経口、非経口、静脈内、腹膜、皮内、皮下、筋肉内、髄腔内、吸入
、蒸気、噴霧、舌下、口腔、非経口、直腸、眼内、吸入、局所、膣内、または局所投与経
路によって前記対象に提供される、項目３７に記載の方法。
(項目３９)
　前記医薬組成物が、前記対象に経口で提供される、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）、潰瘍性大
腸炎、クローン病を治療するための項目３７に記載の方法。
(項目４０)
　前記医薬組成物が、前記対象に経口、局所、非経口、静脈内、皮下、腹膜、または静脈
内で提供される、乾癬を治療するための項目３７に記載の方法。
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